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「経営者に求められる最も重要な資質は，平

均を上回るインテリジェンス（知性）と極度に

高い倫理観である」。これは，私が日本法人の

社長を務めていた，ジョンソン・エンド・ジョ

ンソンアメリカ総本社の元 CEO ジェームズ・

バーク氏から学んだ言葉である。

企業における倫理性というとコンプライアン

ス（Compliance）という言葉が浮かぶ。コン

プライアンスは，一般的には「法令遵守」と訳

されている。だが，法令遵守は企業の行動規範

としては最低ラインだ。法律に抵触するような

こと，極端に言えば牢屋に入るような悪いこと

をしてはいけないというギリギリの条件であ

る。だが，規模の大小に関わらず，

一流の企業たらんとするならば

最低に甘んじてはいけない。

コンプライアンスの本質と

は，バーク氏の言う「極度に

高い倫理観」だ。つまり，コ

ンプラアンスの正しい日本語

は「法令遵守」ではなく，「法

徳遵守」でなければならない。

2016 年春，「パナマ文書」の存在が

明らかになった。パナマ文書とは，「タックス

ヘイブン」の利用者のリストと膨大な金融取引

のデータである。「国際調査報道ジャーナリス

ト連合」が入手し公表した。

法的にはそれほど問題ないかも知れないが，

実際には行われているという悪しき慣行のひと

つには贈収賄がある。いわゆる袖の下であり，

多くの国ではビジネス上の日常の茶飯事となっ

ている。ロシア，中国，多くのアジアの国々で

商売をするには必要なことかも知れないが，道

義的，道徳的には如何わしいという気がする。

住所を海外に移し，1 年間に一定日数以上を海

外で過ごせば日本における税金は払わないで済

む，という規定がある。この制度を利用（悪

用！）して実質的には脱税をしているという輩

がいる。これ又合法かも知れないが，薄汚い根

性が見え見えである。建設業界で時々問題とな

る，談合という，これ又フェアービジネスとは

言えない日本独特の悪習慣がある。顧客（カス

トマー）にとってのベネフイットは眼中にな

く，身内だけで甘い汁を吸い合うという見苦し

い，共に天を載かずという悪事である。

その他，会社の金で社員同士が飲み食いをす

るという一種の公金横領行為がある。小さなこ

とだが，会社の電話を私用のためにしばしば使

うというのもあまり褒めたことではな

い。法を犯してはいないかも知ら

ないがあまりキレイな話ではな

い。

“天知る，地知る，己知る”で

ある。要は，自分の妻や子に

話せないようなことはしては

ならないということである。

税金を払わない企業はタダ乗り企業

タックスヘイブン（Heaven ではなく Haven）

とは，企業の本社，あるいは子会社を法人税の

著しく安い（または無税の）国に登記し税金逃

れをすることである。

法的には問題ないかも知れないが，何となく

薄汚い感じがする。

企業活動を行うためには，道路や橋など社会

インフラの整備が不可欠だ。社会インフラの原

資は税金である。みんながせっせと払った税金

でつくったインフラを，ダックスヘイブンの活

用により税金を払っていない企業はタダで使っ

ていることになる。それも払えるにもかかわら
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ず，払っていないのだから悪質である。

密かに税金逃れを目的に，タックスヘイブン

を利用しても違法とされないケースは多い。違

法ではないが，みんなの税金でつくったインフ

ラをタダで使うことは誉められた話ではない。

日本で日本人を相手に，日本のインフラを最大

限利用して事業をしている会社が，負担を応分

に負わないというのは，合法ではあっても倫理

には反している。

現在，日本の全法人 340 万社の中で 80％は

税金を納めていない。国に対する義務と責任を

果たしていない。昭和の時代には，大企業の

オーナーでも税金を払わない経営で有名だった

人もいた。利益があっても，さまざまな一見合

法的な手段で利益を圧縮し税金がかからないよ

うにした。驚くべきことに昭和 50 年代から 60

年代，ビジネス系の雑誌や書籍の多くは，この

オーナーの経営手法を称賛する文脈で語ってい

た。

倫理観に乏しい企業は亡びるのが定め

昭和の時代と異なり，現代の社会が企業を見

る目は厳しさを増している。昭和という時代

は，日本が敗戦から高度経済成長を遂げたよき

時代であったが，企業経営者の倫理観という点

では遅れていた時代でもある。それいけドンド

ンという弱肉強食の競争の時代である。

平成も終わり，さらに新しい時代へ向かう現

代，昭和の時代の経営を続けていては企業は生

き残れない。そして，企業の行動は社長によっ

て決まる。社長が高い倫理観を背景に企業を経

営すれば企業の行動も倫理的なものとなり，社

長に倫理性を疎んじるところがあれば，企業は

どんなに成長をしていてもどこかで不祥事に

よって足元をすくわれてしまう。

本来，人は得と徳を求める動物である。人は

利益という得を求めるのと同様に，本能的に徳

を求める欲求がある。小人，愚者，豎子には自

分の得しか見えないが，他人には徳を求める。

特に企業や役所，立場のある人には高い徳を求

めたがる。したがって，徳のない企業や経営者

は社会的に生き続けられない。

先の法令回避型の大企業オーナーも例外では

なかった。

法律を守るだけでなく，法律の背景にある倫

理性，人の道を遵守することが真のコンプライ

アンスである。すなわち企業が「徳のある行

動」をとることがコンプラアインスに直結す

る。企業が「徳のある行動」をとるためには，

再三指摘しているように社長の行動が徳を背景

にしたものでなければいけない。江戸時代は，

支配層である武家社会の倫理観は，ある面で現

代の日本人よりもステージが高かったところが

ある。明治，昭和と時代が下るにしたがい，日

本人の倫理観はテクノロジーの変化の波に洗わ

れ変貌する。有徳よりも，有才を尊しと見てい

た時期もある。だが，人は本心では徳を求める

動物である。企業が永続的に発展し続けるに

は，人間が本質的に持っている「有徳」の欲求

に応えなければならない。ゆえに企業にも，

リーダーにも徳が必要なのである。経営者には

「法徳経営」という真のコンプライアンスが求

められる。
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